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院

政

々

権

序

論

史

さん
両問

建
久
元
年
源
頼
朝
が
始
め
て
上
洛
し
た
時
、
摂
政
九
条
兼
実
に
対
し
て
、

「
当
時
法
皇
、
執
天
下
政
治
、
：
：
・
天
子
如
春
宮
也
、
：
・
：
」

U

と
語

っ
た

言
葉
は
、
院
政
時
代
に
於
け
る
天
皇
の
地
位
を
端
的
に
表
現
し
、
院
政
の
本

質
が
何
で
あ
る
か
を
明
示
し
て
い
る
。
院
政
は
始
め
摂
関
政
治
を
打
破
し
て

天
皇
親
政
え
返
す
一
時
の
方
便
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
経
験

を
重
ね
て
行
く
中
に
天
皇
は
上
皇
と
云
う
名
で
自
由
に
親
政
々
治
が
行
え
律

令
官
制
の
形
だ
け
は
其
の
ま
、
保
存
さ
れ
、
旧
官
僚
達
に
も
或
程
度
の
満
足

を
与
え
て
置
く
事
が
出
来
る
と
云
っ
た
工
合
で
、
そ
れ
が
一
番
よ
い
制
度
で

あ
る
事
が
発
見
さ
れ
永
続
す
る
様
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
院
政
と
一五

う
の
は
、
上
皇
と
呼
ば
れ
る
天
皇
、
天
皇
と
呼
ば
れ
る
皇
太
子
、
皇
太
子
と

呼
ば
れ
る
次
位
皇
太
子
が
あ

っ
て
、
院
政
と
呼
ば
れ
る
天
皇
親
政
を
行

っ
た

の
で
あ
る
‘
と
理
解
す
れ
ば
其
の
本
質
に
近
い
も
の
と
思
は
れ
る
は
。

院
政
は
叉
家
父
長
制
の
頂
点
に
立
つ
上
皇
の
政
治
で
あ
る
か
ら
律
令
政
治

と
比
し
て
、
若
干
の
私
的
要
素
を
含
む
。
こ
れ
は
土
地
制
度
が
律
令
制
に
於

て
は
国
有
制
で
あ
る
に
対
し
、
院
政
に
於
て
は
荘
園
制
と
云
う
私
有
制
に
基

ヨ

酒

巻

正

良B

づ
い
て
い
る
事
に
図
る
。

家
族
制
度
の
下
で
は
家
公
長
権
は
強
い
の
で
、
院

政
下
に
あ
っ
て
は
、
「
太
上
天
皇
無
別
正
帝
、
庁
御
下
叉
量
異
詔
勅
哉
」
は

と
云
う
有
様
で
、
院
宣
は
詔
勅
と
全
く
同
格
で
、
後
に
は
其
の
上
に
位
す
る

様
に
な
コ
た
。
承
久
の
乱
後
、
嘗
て
皇
位
に
即
か
れ
た
事
の
無
い
後
高
倉
院

の
院
政
が
行
は
れ
た
の
は
、
家
父
長
権
の
強
大
を
一
不
す
好
個
り
事
例
で
あ

る
。

、

院
政
は
天
皇
か
ら
見
れ
ば
其
の
主
権
の
制
約
で
あ
り
、
主
権
そ
の
も
の
L

分
裂
で
あ

っ
た
か
ら
、
最
初
に
は
天
皇
と
の
衝
突
も
あ
っ
た
が
、
武
家
階
侃
般

の
撞
頭
に
伴
い
、
律
令
的
古
代
勢
力
は
院
に
よ
り
統
合
せ
ら
れ
、
院
は
古
代

勢
力
の
代
表
的
存
在
と
な

っ
た
。
院
政
は
古
代
末
期
か
ら
中
世
の
前
半
に
か

け
て
行
は
れ
た
が
四
期
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
期
院
政
H
白
河
烏
羽
院

政
は
広
義
天
皇
制
政
権
の
黄
金
時
代
で
あ

コ
た
と
思
は
れ
る
し
、
第
二
期

H
後
白
河
、
後
鳥
羽
院
政
と
併
せ
て
、
皇
室
の
経
済
的
基
礎
の
確
立
期
で
も

あ
っ
た
。
即
ち
戦
国
乱
世
に
及
ん
で
も
一
応
皇
室
が
其
の
権
威
を
失
墜
す
る

事
無
く
経
過
し
得
た
U
経
済
的
基
盤
の
確
立
期
で
あ
っ
た
。
第
三
期
H
後
高

倉
l
後
宇
多
院
政
は
未
だ
政
権
と
し
て
の
存
在
価
値
も
有
し
た
が
、
第
四
期

H
江
戸
院
政
は
全
く
の
名
称
の
み
の
存
在
で
あ

っ
た。

八
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第
二
軍

院
政
々
権
成
立
の
前
提

院
政
は
太
上
天
皇
の
行
は
れ
た
政
治
で
あ
り
、
摂
関
政
治
と
同
じ
く
律
令

制
的
変
態
政
治
で
あ
り
、
こ
の
成
立
に
は
次
の
様
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

ハ
円
土
地
制
度
の
国
有
制
H
律
令
制
と
私
有
制
H
荘
園
制
の
問
題

川
村
律
令
制
国
家
に
於
け
る
人
民
の
謀
役
負
担
過
重
の
問
題

同
律
令
制
に
於
け
る
天
皇
親
政
思
想
と
非
親
政
と
の
関
係
問
題

こ
の
様
な
理
由
に
よ
コ
て
発
生
し
た
院
政
は
、
一
つ
に
は
鎌
倉
幕
府
の
半

古
代
的
性
格
と
、
叉
院
側
に
於
け
る
武
家
階
級
に
対
す
る
自
存
の
為
の
団
結

の
必
要
と
に
よ

っ
て
長
期
間
継
続
す
る
様
に
な

っ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
節

土
地
固
有
制
の
崩
壊
と
荘
園
の
発
生

律
令
制
は
、
一
口
に
云
え
ば
皇
室
H
天
皇
を
中
心
と
す
る
強
度
の
中
央
集

権
的
官
僚
的
国
家
機
構
何
で
あ
る
と
云
え
る
む
律
令
制
は
早
く
大
化
の
改
新

に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
、
約
半
世
紀
を
経
た
大
宝
年
間
に
及
ん
で
完
成
を

見
。
其
の
支
柱
は
世
に
公
地
公
民
と
云
は
れ
る
所
の
土
地
国
有
制
と
公
民
制

と
で
あ
っ
た
。
其
の
仕
組
は
六
年
一
班
の
班
回
収
授
法
及
び
其
・
れ
に
伴
う

祖
・
庸
・
調
・
雑
徳
の
収
公
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
租
は
比
較
的
軽
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、
庸
・
調
・
雑
傍
に
於
け
る
佑
役
労
働
性
の
強
い
収
取
体
制

ω

は
、
律
令
制
を
し
て
土
地
よ
り
も
労
働
力
に
重
き
を
置
い
た
人
身
の
国
家
的

直
接
所
有
支
配
の
体
制
を
思
は
し
め
る
。
然
も
其
の
土
地
国
有
制
も
旧
勢
力

の
抵
抗
に
よ
り
徹
底
的
に
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
無
く
、
猶
寺
院
や
神
社
に

は
依
然
と
し
て
広
大
な
土
地
所
有
を
認
め
て
お
り
げ
純
粋
な
も
の
で
な
く
、

人
口
の
増
加
、
生
産
力
の
低
さ
、
過
重
な
る
負
担
体
系
、
天
災
地
変
、
事
務

八白
四

の
繁
雑
、
官
僚
の
私
慾
等
に
よ
っ
て
次
第
に
崩
れ
、
慶
雲
三
年
に
は
早
く
も

国
庫
の
危
機
日
が
現
は
れ
る
に
至
り
、
養
老
六
年
に
は
公
民
の
館
前
役
労
働
に

よ
る
良
田
百
万
町
歩
の
開
墾
ゆ
が
国
家
の
子
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
翌
年
に
は

三
世
一
身
法
の
発
布
仰
を
見
、
つ
い
で
天
平
十
五
年
即
ち
律
令
制
の
最
盛
期

と
云
は
れ
る
時
に
於
て
、
墾
田
永
世
私
財
法
の
施
行
仰
せ
ら
れ
る
に
至

コ

た
っ
こ
れ
は
即
ち
土
地
国
有
の
原
則
の
全
く
放
棄
せ
ら
れ
た
事
を
一
示
す
も
の

で
あ
り
、
同
時
に
土
地
私
有
即
ち
初
期
荘
園
の
発
達
成
長
を
是
認
す
る
も
の

で
あ
寸
た
。
か
く
し
て
漸
次
大
土
地
所
有
者
の
発
生
を
見
、
班
田
農
民
は
貴

族
・
豪
族
・
社
寺
等
の
犠
牲
者
と
し
て
愈
々
重
課
に
あ
え
ぐ
の
で
あ
る
。

第
二
節

班
回
農
民
の
負
担

律
令
制
は
其
の
前
代
の
皇
族
・
貴
族
叉
は
諸
一
家
族
が
私
的
に
所
有
し
て
い

た
屯
倉
・
田
荘
・
部
民
な
ど
を
廃
し
、
こ
れ
を
公
民
・
公
地
と
し
た
の
で
、

即
ち
貴
族
・
豪
族
層
に
よ
る
収
取
体
制
を
私
的
か
ら
集
団
的
、
共
同
的
所
有

に
代
え
た
も
の
で
、
或
意
味
で
は
強
制
力
を
強
化
し
た
収
取
体
系
を
法
律
の

名
に
於
て
確
立
し
た
も
の
と
云
え
る
。
然
も
其
の
人
身
の
直
接
所
有
的
支
配

体
制
は
、
負
担
を
甚
し
く
し
て
班
田
農
民
は
到
底
是
に
耐
え
得
な
か

っ
た
。

例
え
ば
役
満
ち
て
帰
郷
の
時
の
有
様
は
と
云
う
に
、
「
諸
国
世
民
、
還
郷
之

日
、
食
糧
絶
乏
、
多
箆
道
路
、
転
揖
溝
整
、
其
類
不
少
」
山
と
云
っ
た
状
況

で
、
叉
「
頃
聞
、
至
子
三
冬
問
、
市
辺
多
餓
人
、
一
一晴
間
其
由
、
皆
云
、
諸
国

調
脚
不
得
選
郷
、
或
因
病
憂
苦
、
或
無
線
飢
寒
」

ω
と
云
う
悲
惨
な
る
状
態

で
あ
っ

た
。
こ
の
様
な
有
様
を
経
て
獲
に
は
相
当
部
分
の
班
田
農
民
は
、
家

の
生
活
ま
で
が
破
綻
し
て
「
逃
亡
」
川
以
外
に
方
法
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
其
の
結
果
は
治
田
の
増
加
、
荒
撫
地
の
発
生
、
班
田
農
民
の
措
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層
分
化
の
促
進
名
主
的
な
る
農
民
の
発
生
、
貴
族
・
社
寺
・
豪
族
等
に
よ
る

大
土
地
所
有
の
展
開
え
と
限
り
無
く
発
展
し
て
行
く
様
に
な
っ
た
の
で
あ

る
ο

延
喜
・
夫
暦
時
代
以
降
に
な
る
と
直
接
的
労
働
力
の
収
車
体
制
は
農
民

の
生
長
に
よ
っ
て
変
貌
を
来
し
、
土
地
の
生
産
物
を
収
取
す
る
様
な
体
制
え

と
移
行
す
る
様
に
な
り
、
こ
、
に
不
輸
不
入
山
の
特
権
を
持
つ
荘
園
は
俄
か

に
拡
大
し
名
主
層
に
よ
る
寄
進
地
系
荘
園
の
大
発
生
を
見
る
に
至
る
。

第
三
節

天
皇
親
政
と
執
政
々
治

律
令
制
は
天
皇
を
頂
点
と
す
る
国
家
機
構
で
あ
っ
て
親
政
は
其
の
原
則
で

あ
る
が
、
史
上
大
体
に
於
て
は
弛
や
か
な
る
親
政

ω
が
行
は
れ
、
所
謂
執
政

に
事
を
委
し
て
単
に
諸
政
を
キ
コ
シ
メ
サ
レ
ル
だ
け
の
形
態
が
多
か
っ
た
。

其
の
様
な
場
合
、
人
民
層
か
ら
み
る
場
合
に
於
て
は
現
実
に
政
治
の
局
に
当

る
者
が
最
高
権
力
者
と
見
え
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
何
等
か
の
必
要
に
よ
っ

て
自
己
の
保
護
者
と
し
て
依
頼
す
る
場
合
に
於
て
は
、
其
の
最
高
権
力
者
と

見
え
る
者
に
依
存
す
る
事
が
最
も
有
利
且
つ
安
全
で
あ
る
と
思
惟
す
る
の
は

当
然
と
云
え
よ
う
。
例
え
ば
課
役
負
担
を
免
れ
る
為
に
自
己
の
土
地
を
名
目

上
寄
進
す
る
様
な
場
合
特
に
然
り
で
あ
る
。
此
の
様
な
事
情
の
中
か
ら
摂
関

政
治
は
芽
生
え
た
が
、
院
政
も
亦
同
様
な
経
過
を
辿
っ
た
。
即
ち
摂
関
家
よ

り
も
強
力
な
権
力
者
が
存
在
す
る
事
を
示
す
似
事
に
よ
っ
て
、
天
下
の
人
心

を
院
え
集
中
さ
せ
る
様
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
院
政
は
律
令
制
に
忠
実
な
る

意
味
で
の
天
皇
親
政
に
伴
う
自
然
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
土
地
私
有
制
を
基

盤
と
す
る
政
権
で
あ
っ
た
為
に
、
変
態
的
形
態
を
紹
来
す
る
結
果
と
な
っ

た
。
即
ち
院
政
は
土
地
私
有
制
の
上
に
立
つ
天
皇
親
政
の
実
現
方
式
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
云
い
か
え
れ
ば
、
思
想
的
に
は
律
令
制
的
夫
皇
親
政
の
思
想

が
、
在
済
的
に
は
反
律
令
制
的
方
法
で
実
現
さ
れ
る
や
り
方
と
し
て
、
院
政

政
治
が
律
令
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
院
庁
と
云
う
令
外
の
機
関
に
よ
っ
て
行
は

れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
院
政
は
、
摂
関
政
治
が
天
皇
一
の
母
系

集
団

ω
に
支
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
父
系
集
団

ω
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
り
、
両
者
共
に
朝
廷
と
別
個
の
場
所
に
於
て
行
は
れ
た
政
治
で
あ
っ
た
点

に
於
て
は
幕
府
の
出
現
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
・
く
し
て
、
院
政
々

権
は
第
一
期
よ
り
第
三
期
ま
で
は
、
特
に
天
皇
親
政
実
現
の
為
の
方
便
手
段

と
し
て
存
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
荘
園
の
獲
得
及
維
持

え
の
努
力
が
其
の
中
心
課
題
と
考
え
ら
れ
、
後
三
条
天
皇
に
よ
る
記
録
所
ゅ

の
設
置
も
亦
其
の
例
に
洩
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
c

第
四
節

摂
関
政
治
と
藤
原
氏
の
荘
園
政
策

藤
原
氏
は
律
令
制
定
の
功
業
及
歴
代
人
物
の
輩
出
し
た
事
に
よ
っ
て
、
重

代
国
家
の
高
官
・
高
職
に
補
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
経
済
的
地
盤
似
を
獲
得

し
、
皇
室
と
の
血
縁
関
係
を
確
立
し
て
遂
に
太
政
大
臣
の
具
体
的
職
掌
と
し

て
出
発
し
た
摂
関
職
を
独
占
し
て
官
職
の
任
免
権
を
掌
握
し
、
弦
に
其
の
執

政
々
治
を
展
開
し
た
が
、
其
の
結
果
班
田
農
民
の
中
か
ら
成
長
し
て
来
た
名

主
層
は
、
過
重
な
る
課
役
の
負
担
か
ら
免
れ
る
為
に
、
其
め
荘
官
職
を
保
有

し
て
争
っ
て
其
の
荘
園
を
藤
原
長
に
寄
進
す
る
様
に
な
っ
た
c

か
く
で
始
め
一

は
職
分
田
・
位
田
・
職
封
・
位
封
・
功
封
・
季
録
・
馬
料
・
月
料
等
の
律
令

制
的
収
入
を
経
済
的
地
盤
と
し
て
い
た
藤
原
氏
は
弦
に
大
土
地
所
有
者
と
し

て
の
反
律
令
的
地
盤
を
も
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
然
し
こ
れ
が
藤
原
氏
の
荘

園
政
策
を
其
の
ま
〉
規
制
す
る
も
の
で
、
令
外
の
官
と
は
云
え
律
令
制
的
存

在
で
あ
る
藤
原
氏
と
し
て
は
、
荘
園
の
並
大
に
無
条
件
に
賛
成
し
難
か
っ

八
五
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た
。
即
ち
律
令
制
維
持
の
為
に
屡
々
荘
園
整
理
令
仰
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
が
前
述
の
理
由
に
よ
っ
て
皮
肉
に
も
最
高
権
力
者

即
ち
荘
園
整
理
の
実
施
者
た
る
藤
原
氏
え
の
荘
園
寄
進
の
集
中
を
招
い
た
。

第
ニ
章

後
三
条
天
皇
の
親
政

摂
関
政
治
を
樹
立
し
た
条
件
は
其
の
ま
〉
同
政
権
を
没
落
せ
し
め
る
条
件

と
な
っ
て
弦
に
政
局
は
大
き
く
廻
転
す
る
様
に
な

コ
た
。
即
ち
藤
原
氏
に
皇

子
出
生
の
事
絶
え
て
外
戚
の
地
位
が
失
は
れ
た
事
が
其
の
一
で
あ
っ
た
。
後

三
条
天
皇
は
か
く
し
て
藤
原
氏
を
外
戚
と
せ
ず
し
て
即
位
せ
ら
れ
、
弦
に
強

力
な
る
親
政
を
展
開
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
当
時
荘
園
は
、
「
抑
々
我
朝
者

偏
依
荘
園
滅
亡
者
也
」
仰
と
云
は
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
皇
は
荘
園

を
停
廃
す
る
事
が
律
令
制
を
振
作
す
る
所
以
で
あ
る
と
覚
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
実
行
の
到
底
不
可
能
な
る
を
察
し
て
荘
園
に
は
荘
園
を
以
て
対
抗
す
る

以
外
に
親
政
実
現
の
方
途
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
り
、
日
本
一
の
大

土
地
所
有
者
た
る
藤
原
氏
を
押
え
て
天
皇
親
政
の
実
を
あ
げ
る
為
に
は
自
ら

が
大
土
地
所
有
者
た
る
豪
族
に
な
る
と
云
う
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
子
、
悲

に
其
の
荘
園
整
理
令
部
を
下
す
に
至

っ
た
。
記
録
荘
園
券
契
所
は
か
く
し
て

設
置
せ
ら
れ
た
が
、
其
の
目
的
と
す
る
所
は
藤
原
氏
を
筆
頭
と
し
て
の
権

門
・
寺
社
・
豪
族
等
の
荘
園
を
可
及
的
最
大
限
に
整
理
す
る
と
共
に
、
皇
室

の
経
済
的
基
礎
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
荘

園
整
理
の
強
行
仰
は
果
然
天
下
の
荘
園
寄
進
者
層
に
重
大
な
る
心
理
的
影
響

を
与
え
、
特
に
藤
原
氏
の
圧
迫
下
に
士
山
を
の
ぺ
得
な
か

っ
た
中
小
貴
族
層
や

地
方
受
領
層
を
し
て
其
の
政
策
を
支
持
せ
し
め
る
に
至
ら
し
め
た
。

天
皇
は
在
位
僅
に
四
年
八
箇
月
を
以
て
譲
位
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
天
皇

の
地
位
に
あ
っ
て
既
成
機
構
を
利
用
し
て
所
期
の
目
的
を
達
す
る
に
は
相
当

の
支
障
の
有
す
べ
き
を
感
得
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
内
れ
は
や
が
て
院
政

開
始
の
問
題
と
重
要
な
る
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

m
即
ち
院
政
の
出
現

は
後
三
条
天
皇
の
意
企
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
軍

第
一
期
院
政
と
院
近
臣

白
河
・
鳥
羽
院
政
を
第
一
期
と
す
る
が
、
此
の
期
間
は
摂
関
政
治
に
対
す

る
院
政
が
勝
利
を
得
て
行
く
過
程
で
あ
る
。
堀
河
天
皇
の
御
在
世
中
の
前
半

即
ち
関
白
師
通
の
在
世
中
に
於
て
は
、
未
だ
朝
廷
の
発
言
力
も
相
当
強
か

っ

た
仰
が
、
師
通
の
藻
後
、
摂
関
の
任
免
権
も
上
皇
の
手
に
収
め
ら
れ
る
様
に

な
り
、
院
の
専
制
支
配
体
制
は
確
立
す
る
様
に
な
っ
た
。
其
の
結
果
は
藤
原

忠
実
や
頼
道
の
様
な
名
門
の
貴
族
で
も
其
の
権
勢
の
隆
替
は
↓
に
院
の
信
任

寵
愛
の
如
何
に
か
h
り
仰
院
政
主
の
交
替
に
よ
っ
て
権
勢
家
の
聞
に
遇
涼
週

の
地
位
の
転
倒
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
即
ち
院
は
院
近
臣
の
附
属
物
ゅ
で

は
な
く
実
に
其
の
主
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
院
近
臣
に
は
、
村
上
皇
と
の

関
係
を
別
に
し
て
も
猶
伝
統
的
な
社
会
的
政
治
的
地
位
を
保
持
し
て
居
る
所

の
摂
関
家
以
外
の
上
層
貴
族
層
と
、
仲
上
皇
の
信
任
寵
愛
を
唯
一
の
支
柱
と

す
る
者
と
の
こ
種
が
有
り
、
普
通
に
は
院
の
手
足
と
な
っ
た
中
・
下
級
層
貴

族
が
院
近
臣
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
其
の
性
格
に
は
事
務
に
練
達
し
た

実
務
家
系
統
と
経
済
的
に
奉
仕
し
た
受
領
層
系
統
が
有
っ
た
。
特
に
受
領
層

の
最
も
必
要
で
あ

っ
た
事
は
国
守
の
地
位
の
保
持
で
あ
り
、
其
の
為
に
は
藤

原
時
代
に
於
て
は
其
の
任
免
の
実
権
を
握
る
摂
関
家
に
、
院
政
下
に
於
て
は

同
様
院
に
追
従
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
結
果
的
に
は
国
守
の
地

位
は
院
近
臣
層
の
手
に
占
有
さ
れ
る
様
に
な
り
国
は
あ
げ
て
受
領
層
の
荘
園
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と
化
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
受
領
ノ
ッ
ト
メ
タ
ヘ
ガ
タ
シ
」
州
市
等

云
う
の
は
表
面
の
理
由
で
あ
っ
て
受
領
層
は
荘
園
化
し
た
国
街
領
の
髭
大
の

為
に
後
三
条
天
皇
の
荘
圏
整
理
今
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
章

院
庁
の
組
織
と
武
士
階
級

院
に
奉
仕
す
る
官
僚
は
総
て
院
司
と
称
さ
れ
た
が
其
の
長
官
に
当
る
者
は

院
別
当
で
あ
り
、
其
の
員
数
の
多
少
は
院
の
勢
力
の
如
何
に
か
、
り
不
同
で

あ
っ
た
。
其
他
院
庁
に
は
執
事
別
当
一
・
年
預
・
判
官
代
、・
主
典
代
等
が
あ

っ

た
。
院
庁
と
は
別
に
院
蔵
人
所
・
召
次
所
・
別
納
所
・
進
物
所
・
御
厨
子
所

・
仕
所
・
文
殿
等
の
官
職
も
あ
っ
た
。
院
別
当
に
は
諸
大
夫

ω
と
卑
称
さ
れ

て
い
た
中
下
級
貴
族
出
身
の
院
近
臣
が
摂
関
家
を
始
め
と
す
る
上
級
貴
族
と

共
に
補
せ
ら
れ
て
居
り
、
判
官
代
に
は
中
流
以
下
の
貴
族
が
補
せ
ら
れ
て
い

た
。
然
し
判
官
代
は
吏
途
の
出
発
点
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
る
例
が
多
く
其
等
は

多
く
若
年
ゅ
に
し
て
比
職
に
補
せ
ら
れ
た
。
史
受
領
層
と
し
て
の
近
臣
層
は

院
の
側
近
に
奉
仕
す
る
為
に
遠
国
に
赴
任
出
来
ず
、
畿
内
先
進
地
域
即
ち
熟

圏
、
大
国
側
に
任
ぜ
ら
れ
て
経
済
的
奉
仕
を
行
い
つ
〉
其
の
身
を
院
の
専
制

下
に
守
っ
て
い
た
。
院
は
叉
院
近
臣
層
を
在
来
の
朝
廷
H
政
府
機
構
の
中
に

配
置
し
て
其
の
機
構
を
も
掌
中
に
収
め
た
が
、
例
え
ば
内
蔵
頭
は
殆
ん
ど
院

に
近
侍
し
た
受
領
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
修
理
大
夫
の
知
き
も
亦
其
の
例
に

洩
れ
な
か
っ
た
c

院
と
内
裏
と
を
結
ぶ
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
蔵
人
頭
に
は

上
級
貴
族
が
任
命
さ
れ
た
が
、
院
の
信
任
寵
愛
の
無
い
者
は
上
級
貴
族
で
あ

っ
て
も
補
せ
ら
れ
ず
、
逆
に
中
涜
貴
族
層
も
院
の
撰
択
仰
に
よ
っ
て
は
多
く

の
蔵
人
頭
然
も
弁
官
を
兼
ね
た
所
謂
頭
弁
を
輩
出
さ
せ
得
た
の
で
あ
る
。

次
に
北
面
の
武
士
及
西
面
武
士
に
つ
い
て
い
〉
あ
る
が
、
其
等
は
既
に
実
力

を
有
し
て
来
て
い
な
が
ら
未
だ
武
家
と
云
う
階
級
意
識
が
無
く
貴
族
の
従
僕

と
し
て
其
の
顕
使
に
甘
ん
じ
て
い
た
古
代
的
武
士
団
を
し
て
、
中
世
的
な
武

家
階
級
え
と
発
展
せ
し
め
た
拠
点
と
な
っ
た
点
に
於
て
重
要
な
意
義
を
有
す

る
の
で
あ
る
c

即
ち
院
政
々
権
の
武
力
的
な
方
便
と
し
て
設
置
さ
れ
た
機
関

で
あ
る
北
面
武
士
及
西
面
武
士
は
、
個
々
の
武
士
団
を
中
央
に
於
て
統
合
し

階
級
的
自
覚
を
お
こ
す
根
元
を
培
っ
た
の
で
あ
り
、
や
が
て
其
の
結
果
逆
に

院
政
タ
権
が
圧
迫
逼
塞
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
行
く
。
然
も
其
等
武
士
団
．
の

内
、
源
氏
は
義
家
を
除
い
て
は
摂
関
家
と
の
関
係
に
於
て
其
の
地
位
を
上
昇

さ
せ
て
来
た
の
で
、
摂
関
家
の
没
落
と
共
に
表
ろ
え
、
平
氏
が
先
づ
其
の
階

級
的
武
力
を
率
い
て
中
央
政
界
に
雄
飛
す
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
五
章

第
ニ
期
院
政
と
平
氏
政
権
及
源
氏
政
権

第
一
節

第
二
期
院
政
と
穴
渡
羅
平
民
政
権

第
二
期
院
政
々
権
は
平
氏
及
源
氏
の
政
権
に
対
立
す
る
こ
重
政
権
た
る
所

に
其
の
特
色
が
あ
る
が
、
先
づ
六
波
羅
に
樹
立
さ
れ
た
平
氏
政
権
は
保
元
の

乱
を
其
の
近
因
と
し
た
。
比
の
乱
の
結
果
院
庁
と
朝
廷
と
が
合
体
し
て
後
白

河
天
皇
の
親
政
と
な
り
、
つ
い
で
院
政
に
移
行

L
た
の
で
あ
る
が
、
保
元
の

乱
後
弘
仁
以
来
絶
え
て
い
た
死
罪
が
実
施
さ
れ
た
事
は
武
家
時
代
の
到
来
を

思
は
せ
る
。
平
氏
政
権
は
形
式
的
に
は
武
家
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
政
権
で

あ
っ
た
が
、
其
の
実
は
院
の
庇
護
舗
の
も
と
に
成
長
し
結
実
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
其
の
基
盤
を
な
す
も
の
は
、
中
央
地
方
を
通
じ
て
の
律
令
機

構
の
実
際
的
把
握
と
知
行
国
・
荘
園
の
大
量
占
取

ω
で
あ
っ
て
、
此
の
二
点

は
外
な
ら
ぬ
院
政
不
権
の
政
治
的
経
済
的
基
盤
で
あ
り
、
更
に
は
摂
関
政
治

八
七
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と
も
一
脈
相
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
宋
貿
易
な
ど
は
封
建
主
義
と
は
む

し
ろ
縁
の
な
い
事
象
で
あ
り
、
此
の
様
な
意
味
か
ら
平
氏
政
権
は
武
家
に
よ

っ
て
樹
立
さ
れ
た
政
権
で
は
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
古
代
的
・
貴
族
的
政

権
で
あ
っ
た
。
き
れ
ば
こ
そ
後
白
河
院
と
の
正
面
衝
突
仰
を
来
し
て
或
は
悪

党
ゆ
と
云
は
れ
国
司
に
乗
く
者
ゆ
と
云
は
れ
る
地
方
掻
乱
の
中
に
源
氏
の
一

撃
を
受
け
て
、
院
の
操
縦
策
の
中
に
没
し
去
っ
た
。

以
仁
王
の
令
旨
と
云
う
古
代
国
家
の
余
喬
に
よ
る
依
頼
を
以
て
其
の
挙
兵

を
正
当
化
し
た
源
氏
は
、
関
東
の
豪
族
・
領
主
層
を
軍
事
的
に
組
織
し
得
て

武
家
政
権
を
開
く
端
緒
を
つ
か
ん
だ
が
、
か
〉
る
豪
族
層
を
つ
か
ん
だ
事

は
、
其
の
末
端
機
構
の
存
在
を
肯
定
し
た
半
古
代
的
性
格
を
得
た
事
と
な

り
、
同
時
に
豪
族
に
と
っ
て
は
其
の
相
互
間
の
対
立
と
階
級
的
連
合
の
必
要

と
の
為
に
階
級
を
超
越
し
た
貴
族
出
身
の
頼
朝
を
頭
首
に
選
ば
ざ
る
を
得
な

い
結
果
と
な
っ
た
。
頼
朝
が
独
裁
的
権
力
を
振
い
文
院
の
庇
護
を
蒙
り
な
が

ら
漸
進
し
た
封
建
色
は
是
等
半
古
代
的
な
性
格
の
自
然
の
姿
で
あ
り
。
頼
朝

は
平
民
及
義
仲
と
の
鼎
立
を
利
用
し
、
其
の
間
院
に
蜜
奏
叫
し
て
巧
に
進
出

し
院
を
し
て
東
山
・
東
海
両
道
に
対
す
る
事
実
的
支
配
権
を
政
治
的
に
認
め

さ
せ
る
結
果
を
得
て
、
労
せ
ず
し
て
東
国
行
政
権
と
も
云
う
べ
き
も
の
仰
を

其
の
手
中
に
収
め
た
。
此
の
様
に
し
て
源
民
は
律
令
機
構
に
拠
っ
て
樹
立
さ

れ
た
最
初
の
武
家
的
政
権
た
る
平
民
の
後
を
追
っ
て
、
惣
領
制
及
御
家
人
組

織
の
上
に
立
つ
進
歩
的
新
機
構
を
以
て
鎌
倉
幕
府
を
創
設
す
る
に
至
っ
た
。

第
－
－
節

第
ニ
期
院
政
と
鐘
倉
源
氏
政
権

東
国
行
政
権
を
得
た
頼
朝
は
侍
所
・
公
文
所
・
間
注
所
を
設
置
し
て
簡
素

な
武
家
政
治
を
開
始
し
た
が
、
義
仲
滅
亡
後
復
活
し
た
院
の
勢
威
を
警
戒
し

尺
八

つ
〉
着
実
に
布
石
し
、
院
が
平
氏
に
は
義
仲
を
、
義
仲
に
は
頼
朝
を
唆
み
合

せ
て
其
の
上
に
安
座
す
る
政
策
を
再
び
頼
朝
と
義
経
と
の
閉
館
に
利
用
し
よ

う
と
し
た
破
綻
を
突
い
て
、
文
治
元
年
仰
に
公
領
荘
園
の
別
無
く
全
国
平
均

守
護
地
頭
設
置
の
権
を
獲
得
し
て
幕
府
の
基
礎
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
大

犯
三
箇
条
仰
に
権
限
を
有
す
る
守
護
制
度
は
国
街
機
構
え
の
合
法
的
喰
込
の

橋
頭
盤
と
な
り
、
警
察
権
・
徴
税
権
・
下
地
管
理
権
・
段
別
五
升
の
兵
根
米

徴
収
権
等
を
持
っ
た
地
頭
仰
の
設
置
は
、
御
家
人
組
織
を
通
じ
て
頼
朝
の
政

権
を
全
国
的
な
も
の
に
育
成
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
c

か
く
て
名
主
百
姓
層
は
荘
園
領
主
側
と
地
頭
側
の
二
重
支
配
の
中
に
其
の

地
位
を
置
く
様
に
な
っ
た
が
、
荘
園
領
主
側
の
間
接
支
配
及
年
貢
徴
収
を
の

み
目
的
と
す
る
に
対
し
て
、
地
頭
側
の
在
地
性
に
よ
る
直
接
支
配
及
年
貢
徴

収
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
直
接
に
人
民
を
封
建
的
に
組
織
化
し
よ
う
と
す

る
努
力
は
両
者
の
絶
間
無
き
斗
争
を
経
て
、
次
第
に
後
者
の
勝
利
に
帰
し
、

や
が
て
一
国
支
配
の
所
領
を
つ
く
り
あ
げ
る
方
向
え
と
動
い
て
行
っ
た
。

当
時
院
は
古
代
勢
力
の
頂
点
に
立
っ
て
居
り
、
猶
相
対
的
に
強
大
で
あ

っ

た
の
で
、
遂
に
は
五
畿
七
道
の
兵
粒
米
の
免
除
を
実
現
せ
し
め
た
ゅ
の
で
あ

る
が
、
是
は
幕
府
の
半
古
代
的
性
格
に
基
づ
く
弱
さ
の
然
ら
し
め
る
も
の
で

も
あ

っ
た
。
頼
朝
は
亦
院
が
奥
州
に
逃
れ
た
義
経
と
連
絡
の
あ
る
事
を
知

っ

て
、
遂
に
奥
州
を
平
定
し
仰
武
力
的
な
全
国
統
一
を
完
了
さ
せ
た
。
叉
九
条

兼
実
・
西
国
寺
会
権
等
を
通
じ
て
院
の
動
向
を
察
知
し
、
後
白
河
院
の
崩
後

征
夷
大
将
軍
補
佐
川
の
希
望
を
果
し
て
後
、
院
側
の
権
力
が
村
上
源
氏
土
御

門
通
親
を
経
て
直
接
後
鳥
羽
院
に
継
承
ゆ
さ
れ
る
様
に
な
る
ま
で
は
朝
幕
関

係
は
表
面
的
に
は
比
較
的
平
隠
無
事
を
保

っ
て
居
た
。
此
の
筒
後
鳥
羽
院
に

よ
る
倒
幕
の
準
備
は
着
々
進
ん
だ
が
院
は
先
づ
新
に
西
面
の
武
士
を
置
き
、
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叉
僧
兵
勢
初
一
を
味
方
に
入
れ
る
等
し
て
や
が
て
頼
朝
の
藁
後
相
次
ぐ
幕
府
内

部
の
叛
乱
仰
等
に
よ
っ
て
其
の
勢
力
を
評
価
誤
算
し
て
承
久
の
乱
を
起
し
た

の
で
あ
る
が
、
其
の
一
件
に
敗
北
す
る
や
弦
に
院
政
々
権
は
幕
府
政
権
と
の

比
重
を
逆
転
す
る
様
に
な
っ
て
行
っ
た
。
京
方
に
味
方
し
た
会
家
・
武
士
の
所

領
三
千
余
箇
所
の
没
収
で
院
側
は
再
び
起
つ
能
は
ざ
る
に
至
り
、
地
頭
の
大

量
設
置
に
よ
っ
て
全
国
は
幕
府
権
力
の
及
ぶ
所
と
な
り
終
っ
た
の
で
あ
る
。

第
穴
章

第
三
期
院
政
と
鎌
倉
北
条
政
権

第
三
期
院
政
は
、
次
第
に
半
古
代
的
性
格
を
脱
し
て
武
家
政
権
と
し
て
純

化
し
て
行
っ
た
鎌
倉
幕
府
後
半
期
に
於
け
る
後
高
倉
l
後
宇
多
院
政
の
期
間

で
あ
っ
て
、
此
の
間
鎌
倉
に
於
て
は
源
氏
独
裁
政
権
の
対
立
物
と
し
て
生
れ

た
北
条
氏
の
合
議
制
に
よ
る
執
権
政
治
が
展
開
し
、
御
成
敗
式
目
の
制
定
切

に
よ
っ
て
武
家
政
治
に
於
け
る
法
治
主
義
が
確
立
し
た
が
、
蒙
古
襲
来
の
事

あ
っ
て
以
降
は
再
び
北
条
氏
専
政
体
制
え
と
移
行
す
る
に
至
っ
た
。
惣
領
制

の
解
体
と
酒
屋
・
土
倉
・
借
上
等
貸
幣
経
済
高
利
資
本
家
の
経
済
圧
迫
等
に

よ
る
御
家
人
の
窮
乏
化
は
、
徳
政
令
仰
を
以
て
し
で
も
救
済
す
る
に
至
ら

ず
、
他
方
地
頭
側
の
領
家
側
下
地
の
侵
略
は
絶
間
無
い
訴
訟
を
惹
起
し
、
遂

に
は
地
頭
請
・
下
地
中
分
方
式
に
よ
る
解
決
法
も
案
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
す

ら
も
追
付
か
な
い
程
の
勢
に
な
「
て
行
っ
た
。
叉
一
方
、
悪
党
ゅ
の
名
を
以

て
記
録
さ
れ
る
中
小
名
主
層
は
武
力
を
貯
え
て
小
野
伏
団
と
な
り
、
動
乱
を

利
用
し
て
中
央
政
界
と
は
別
個
に
自
在
に
活
躍
し
て
古
代
政
権
の
根
底
を
侵

蝕
改
変
さ
せ
て
行
き
っ
、
あ

っ
た
c

か
L
る
聞
に
後
嵯
峨
院
の
素
志
と
遣
詔
仰
は
、
皇
統
に
大
覚
寺
統
と
持
閉

院
統
の
二
派
を
生
じ
、
そ
の
結
果
皇
位
の
最
終
決
定
権
は
幕
府
に
握
ら
れ
る

様
な
始
末
を
来
し
て
、
幕
府
の
朝
政
監
視
と
操
縦
策
、
皇
統
両
派
の
対
立
抗

争
、
関
東
申
次
西
国
寺
氏
の
策
動
と
三
者
相
侯
っ
て
院
政
々
権
の
力
は
頓
に

振
は
ざ
る
に
至
る
。
幕
府
に
よ
る
両
統
迭
立
の
震
と
叉
保
和
談
仰
は
一
応
其

等
の
総
決
算
で
あ
っ
た
。
然
し
第
三
期
院
政
も
未
だ
相
当
の
経
済
的
基
盤
を

温
存
し
て
い
た
の
で
幕
府
の
徳
政
令
に
倣
っ
て
再
三
荘
園
体
制
の
維
持
と
荘

園
領
主
の
保
護
救
済
の
為
に
徳
政
令
怖
を
発
布
し
積
極
的
に
其
の
保
護
育
成

に
当
っ
た
。
か
、
る
背
景
下
に
後
醍
醐
天
皇
は
文
保
二
年
に
践
詐
さ
れ
た

が
、
天
皇
は
倒
幕
と
天
皇
親
政
に
よ
る
律
令
制
古
代
国
家
え
の
復
帰
を
理
想

と
さ
れ
、
そ
し
て
其
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
後
宇
多
法
皇
に
よ
る
院
政
は
や

が
て
中
止
怖
さ
れ
て
、
弦
に
治
天
の
君
と
天
皇
と
は
同
一
体
と
な
っ
た
。
結

果
的
に
は
付
皇
室
領
の
武
士
と
し
て
長
く
古
代
国
家
権
力
の
直
接
支
配
下
に

あ
っ
た
も
の
、
付
非
御
家
人
と
し
て
百
五
十
余
年
幕
府
の
圧
迫
下
に
あ

っ
た

も
の
、
同
承
久
・
宝
治
・
弘
安
の
乱
の
結
果
北
条
政
権
に
圧
迫
せ
ら
れ
た
も

の
、
同
地
域
的
封
建
的
支
配
体
制
を
指
向
す
る
個
人
的
利
害
の
み
を
以
て
集

散
す
る
悪
党
的
武
士
団
の
活
躍
、
旬
新
田
・
足
利
等
の
有
力
御
家
人
の
寝
返

り
、
等
に
よ
っ
て
其
の
理
想
を
実
現
し
得
て
建
武
中
興
を
見
る
に
至
っ
た

が
、
其
は
土
地
国
有
制
に
裏
付
け
さ
れ
ぬ
理
念
的
律
令
制
国
家
で
あ
っ
た
為

に
、
二
条
河
原
落
書
切
に
見
ら
れ
る
様
な
困
乱
を
惹
起
し
て
三
年
を
経
ず
し

て
中
興
政
治
は
破
綻
し
南
北
朝
時
代
に
突
入
し
て
行
っ
た
。
北
朝
は
や
が
て

武
家
の
単
一
政
権
と
化
し
、
六
十
年
の
争
乱
を
経
て
古
代
政
権
と
し
て
の
南

朝
は
完
全
に
屈
服
し
た
。
然
し
其
の
天
皇
親
政
思
想
即
律
令
制
国
家
思
想
H

土
地
富
有
思
想
は
南
北
朝
合
体
の
条
件
閣
の
中
に
例
え
其
れ
が
実
現
さ
れ
な

か
っ
た
と
は
云
え
、
「
諸
国
々
街
悉
皆
可
為
御
計
侯
」
と
云
う
語
中
に
輝
い
て

い
る
。

/¥. 
九
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第
七
草

院
政
々
権
の
経
済
的
基
盤

十
i
十
一
世
紀
の
荘
園
が
政
治
的
権
力
を
媒
介
と
し
て
権
問
勢
家
に
寄
進

す
る
事
に
よ

っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
寄
進
し
た
本
所
・
領
家
の
政

治
的
権
力
が
弱
ま
れ
ば
、
更
に
他
の
権
勢
家
に
寄
進
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ

勺
て
、
例
え
ば
肥
後
国
鹿
子
木
荘
仰
・
大
和
国
檎
牧
荘
仰
・
丹
後
国
育
毘
荘

仰
・
尾
張
国
小
弓
荘
mw

・
備
前
国
鹿
回
荘
仰
等
は
其
の
好
例
で
あ
る
。
即
ち

荘
園
領
主
の
権
門
家
え
の
接
近
は
其
の
勢
を
仮
ら
ん
が
為
で
あ
り
、
そ
の
目

的
は
自
己
の
所
領
を
他
の
横
妨
か
ら
守
る
為
で
あ
り
、
更
に
具
体
的
に
は
鹿

子
木
荘
の
寄
進
の
例
に
尾
る
様
に
国
街
の
妨
を
免
れ
ん
為
で
あ
っ
た
。
叉
藤

原
氏
の
氏
寺
た
る
興
福
寺
の
所
領
等
の
例
仰
を
見
て
も
、
受
領
層
と
権
門
貴

族
層
と
の
対
立
は
分
明
で
あ
る
が
、
院
政
友
権
の
経
済
的
基
盤
は
此
等
の
間

際
を
利
用
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
摂
関
家
に
ま
さ
る
権
力
の

所
在
を
示
す
事
に
よ
っ
て
寄
進
地
系
荘
園
が
院
に
集
中
す
る
結
果
、
皇
室
の

経
済
的
基
盤
が
強
固
に
な
り
、
摂
関
政
治
を
圧
倒
し
て
院
政
H
広
義
天
皇
親

政
が
行
え
る
様
に
な
る
事
は
、
同
時
に
受
領
層
に
し
て
見
れ
ば
権
門
貴
族
の

荘
園
を
整
理
す
る
事
が
自
己
の
国
司
職
を
一
つ
の
利
権
視
し
て
い
た
考
え
方

と
一
致
す
る
結
果
、
院
政
々
一
権
は
全
面
的
に
受
領
層
の
支
持
を
得
る
様
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
律
令
制
に
よ
る
国
司
受
領
層
を
其
の
政
治
的
階
級

的
地
盤
と
し
た
院
は
、
律
令
制
の
頂
点
に
立
つ
天
皇
制
を
全
廃
し
て
院
政
に

切
替
え
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。

皇
室
領
は
以
前
か
ら
も
多
小
に
か
h
わ
ら
ず
存
在
し
、
一
時
経
済
面
か
ら

天
皇
制
が
解
体
す
る
危
険
性
も
あ
り
、
摂
関
時
代
に
天
皇
と
云
う
地
位
其
の

も
の
に
附
属
す
る
半
公
半
私
的
財
産
の
制
度
が
作
ら
れ
た
備
程
で
あ
る
が
、

九。

今
や
院
説
時
代
に
入

2

て
、
荘
園
は
常
に
荘
園
整
理
令
を
発
す
る
主
体
に
向

シ
て
結
果
的
に
は
集
中
さ
れ
、
院
は
他
の
権
門
・
勢
家
の
荘
園
整
理
を
よ
そ

に
莫
大
な
荘
園
を
所
有
す
る
に
至

っ
た
っ
そ
し
て
皇
室
は
天
平
時
代
に
比
一
屑

L
得
る
黄
金
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
っ

た
ο

只
夫
れ
夫
平
時
代
と
の
相
違
は

前
芳
一
が
土
地
国
有
制
の
上
に
立
つ
繁
栄
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
が
士

地
私
有
制
の
上
に
立
つ
繁
栄
で
あ
っ

た
点
に
あ
る
。
か
く
し
て
集
中
し
た
荘

園
は
今
日
の
私
の
研
究
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
閣
に
な
っ
て
い
る
。
然
し
実
際

に
は
更
に
多
か

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

1

国
街
領
l
甲
斐
・
美
濃
・
越
前
・
因
幡
・
揺
摩
・
備
前
・
讃
岐
、

2

長
講
堂
領
ー
百
捨
五
荘
、

3

八
条
院
領
！
百
弐
捨
荘
、

4

後
白
河

院
領
l
六
拾
四
荘
、

5

七
条
院
領
i
四
拾
七
荘
、

6

後
宇
多
院
領
1
九

拾
六
荘
、

7

室
町
院
領
1
八
拾
三
荘
、

8

亀
山
院
領
ー
四
拾
六
荘
、

9

安
楽
寿
院
領
｜
六
拾
六
荘
、
山
歓
喜
光
院
領
l
三
十
九
荘
、
日
白

河
院
領
！
三
十
二
荘
、
ロ
烏
羽
院
領
l
三
十
八
荘
、
日
法
金
剛
院
領
l

三
十
八
荘
、

U

六
勝
寺
領
l
一
ニ
十
一
荘
、
日
新
熊
野
社
領
l
三
十
六

荘
、
日
最
勝
光
院
領
｜
二
十
五
荘
、
口
興
善
院
領
l
二
十
荘
、
日
頼

長
没
官
領
1
二
十
二
荘
、
印
後
鳥
羽
院
領
l
十
七
荘
、
初
蓮
華
王
院
領

1
十
七
荘
、
幻
待
覧
門
院
領
・
美
福
門
院
領
・
以
上
か
ら
の
引
継
領
・
金

剛
勝
院
領
・
蓮
華
光
院
領
・
歓
喜
寿
院
領
・
鳥
羽
法
住
寺
領
・
新
日
吉
社

領
・
親
範
没
官
領
・
宣
腸
門
院
領
・
建
春
門
院
領
・
段
富
門
院
領
・
蓮

華
心
院
領
・
浄
金
剛
院
領
・
弘
誓
院
領
・
百
蓮
院
門
跡
領
・
宝
樹
院

領
・
恩
徳
院
領
の
計
九
拾
弐
荘

合
計
l
国
街
領
七
園
、
荘
園
千
四
拾
四
荘

陸

ω
宝
葉
、
建
久
一
克
年
十
一
周
九
四
条
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ω
吉
村
茂
樹
「
上
皇
政
治
の
実
相
」
〈
新

B
本
歴
史
）
「
院
政
の
成
肉
に

つ
い
て
」
（
日
本
歴
史
第
十
号
）
参
照

ω
長
寛
勘
文

ω
奥
野
高
広
「
皐
室
御
経
済
史
の
研
究
」
参
照

ω
令
義
解
金
篇
参
照

川

w

回
令
賦
役
令
参
照
井
上
光
貞
「
部
民
の
研
究
」
（
日
本
古
代
史

の
諸
問
題
）
参
照

的
問
令
「
凡
同
六
年
一
班
一
再
々
神
田
寺
田
不
定
此
限
、
謂
此
即
不

税
問
也
、
縦
有
崩
埋
設
食
不
可
更
復
加
授
也
」

ω
続
日
本
紀
慶
雲
三
年
三
思
条

ω
同
「
間
四
足
乙
丑
太
政
官
奏
日
一
式
々
、
食
之
為
本
、
是
民
所
天
、

随
時
設
策
、
治
国
要
政
、
望
請
、
勧
農
積
設
、
以
備
水
卒
、
何
番
所

司
、
差
発
人
夫
、
開
墾
膏
腹
之
地
良
回
一
百
万
町
、
其
限
伎
十
日
云

」々

側

同

「

養

老

七

年

四

用

辛

亥

λ
太
政
官
奏
．
頃
者
、
百
姓
漸
多
、
回

地
零
狭
、
望
語
、
勧
課
天
下
、
開
闘
同
時
、
其
有
新
造
溝
池
、
営
開
墾

者
、
不
限
多
夕
、
給
伝
三
世
、
若
逐
旧
溝
池
、
給
其
一
身
、
奏
可
之
」

ω
同
「
天
平
十
五
年
五
月
廿
七
日
、
乙
丑
、
認
目
、
知
聞
、
墾
回
依

養
老
七
年
格
、
限
満
之
後
依
例
収
授
、
由
是
、
農
夫
怠
催
、
開
地
復
荒
、

自
今
以
後
、
任
為
私
財
、
無
論
三
世
一
身
、
悉
成
永
年
莫
取
一
再
々
」

ω
同

和

銅

五

年

E
月
詔

ω
同
一
六
平
宝
字
三
年
宣
月
認

ω
大
日
本
古
文
書
天
平
六
年
出
雲
国
計
会
帳
、
神
亀
三
年
山
城
国
民

雲
郷
雲
上
里
雲
下
里
計
帳
、
参
照

日
本
古
代
社
会
史
の
研
究
ハ
北
山
茂
夫
「
奈
良
時
代
の
農
民
問
題
」
〉

日
開
今
井
林
太
郎
「
日
本
荘
園
制
論
」
藤
間
生
大
「
日
本
荘
園
史
」
石

母
国
芭
「
中
世
的
世
界
の
形
成
」

ω
石
井
良
助
「
天
皇
」

間
間
後
三
条
天
皇
の
延
久
の
荘
園
整
理
令
に
よ
っ
て
記
録
荘
園
拳
契
所

を
設
置
に
て
其
の
整
理
を
強
行
し
、
藤
原
氏
の
荘
園
も
其
の
例
外
た
り

得
な
か
っ
た
。

〈
竹
内
理
三
「
貴
族
政
治
と
其

の
背
景
」
〉

M
W
側
例
え
ば
藤
原
氏
の
栄
華
を
極
め
た
最
後
で
あ
る
後
三
条
天
皇
即
位

の
年
と
白
河
院
政
の
中
期
で
ゐ
る
長
治
年
聞
を
例
に
と
っ
て
見
れ
ば
、

前
者
に
於
て
は
公
卿
総
数
二
十
四
の
内
藤
原
氏
十
五
で
あ
る
に
対
し
、

長
治
年
間
K
於
て
は
総
数
二
十
四
の
内
源
氏
十
二
、
大
江
氏
一
、
藤
原

氏
十
一
と
な
っ
て
い
る
。
（
竹
内
理
一
ニ
「
貴
族
政
治
と
其
の
背
景
」
ハ
新

月

本

史

大

系

第

二

巻

所

収

）

－

ω倒
百
錬
抄
「
延
久
元
年
二
月
廿
三
目
、
可
停
止
寛
徳
二
年
以
後
新

立
庄
園
、
縦
雄
被
年
以
往
立
券
不
分
明
、
於
国
務
有
妨
者
、
同
停
止
之

由
宜
下
、
閏
二
月
十
一
日
、
始
置
記
録
庄
園
券
契
所
、
定
寄
人
等
」

ω
椋
令
参
照
（
位
問
、
職
分
回
、
職
封
、
功
封
、
位
封
、
季
縁
、
馬

料
、
月
料
、
臨
時
の
賜
物
等
〉

ω
延
喜
二
年
、
永
観
二
年
、
官
一徳
二
年
、
天
喜
三
年
等
の
整
理
令

ω
愚
管
抄
、
今
鏡
、
（
例
え
ば
絹
布
の
制
、
話
価
の
法
、
量
衡
の
制
、

官
吏
登
用
等
〉

吉
村
茂
樹
「
後
三
条
天
皇
」
（
新
日
本
歴
史
、
天
皇
親
政
の
実
相
所
収
〉

ω
宝
葉
、
永
安
三
年
十
一
月
十
二
日
の
条
「
天
下
之
地
悉
為
一
家
之

領
、
公
領
無
立
錐
之
地
殿
、
可
悲
之
世
也
」
ハ
小
右
記
、
万
寿
二
年
七

九
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用
十
一
日
の
条
一
可
と
共
に
度
々
引
用
せ
ら
れ

的
吉
村
茂
樹
「
後
三
条
天
皇
」
前
掲
書

ω
中
右
記
、
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
の
条
「
叙
位
除
目
御
意
所
及
、
為

先
道
理
、
只
恨
時
世
及
末
、
夫
下
頗
乱
、
但
偏
非
一
人
之
各
殿
、
法
皇

己
在
、
世
間
事
相
分
両
方
之
故
也
」

愚
管
抄
、
巻
四
「
堀
河
院
御
成
人
、
後
二
条
殿
又
殊
ノ
外
ニ
引
ハ
M
Y

タ

ル
人
－
一
テ
、
世
ノ
マ
ツ
リ
コ
ト
、
太
上
天
皇
一
一
モ
、
大
股
一
一
モ
、
イ
ト

モ
・
申
サ
テ
セ
ラ
ル
コ
ト
モ
マ
ジ
リ

J

夕
刊

J

ケ
ル
二
ヤ
ト
ソ
申
メ
ル
」

本
朝
世
紀
、
康
和
元
年
六
月
二
十
八
日
条
「
郎
通
、
受
性
部
達
、
母
賢

愛
士
、
以
仁
施
人
、
以
徳
加
物
、

L
X
々
、
嘉
保
、
永
長
間
天
下
粛
然
」

側
台
記
、
久
安
六
年
九
月
二
十
六
日
「
橋
政
者
天
子
所
授
」
云
々

中
右
記
、
大
治
四
年
七
月
十
五
日
条
「
政
問
自
叡
慮
、
金
不
依
相
門
」

一
再
々
、
股
暦
．
永
久
六
年
壬
九
月
十
五
日
条
、
長
秋
記
、
長
承
二
年
六

月
二
日
条
、
中
右
記
、
大
治
六
年
f

七
月
二
十
三
日
条

側
林
屋
辰
三
郎
「
院
政
々
権
の
歴
史
的
評
価
」
歴
研
一
四
九
号

制
愚
管
抄
「
延
久
ノ
記
録
所
ト
テ
ハ
シ
メ
テ
ヲ
カ
レ
夕
刊

J

ケ
ル
ハ
一
式

々
ス
ナ
ハ
チ
宇
治
股
ノ
時
一
ノ
所
ノ
御
領
御
領
ト
ノ
、
、
、
云
テ
、
庄
圏
諸

国
で
ミ
ナ
テ
受
領
ノ
ッ
ト
メ
タ
へ
ガ
タ
シ
ナ
ド
、
一
式
々
」

似

合

記

康

泊

三

年

E
月
一
日
条
参
照
（
美
福
門
院
も
頼
長
よ
り
諸
大

夫
女
と
蔑
視
さ
れ
て
い
る
〉
藤
原
魚
名
よ
り
出
た
末
茂
読
は
と
の
代
表

的
な
も
の
で
あ
る
。
（
中
右
記
長
承
ご
年
八
月
十
九
日
条
、
台
記

天
養
二
年
二
月
廿
五
日
の
条
等
参
照
）

藤
原
家
長
、

駒

中

右

記

元

永

元

年

E
月
十
日
条
「
今
夜
縞
薦
人
一
人
貝
馬
守
家
保

朝
臣
男
、
院
判
官
代
、
」
藤
隠
顕
輔
十
一
才
、
同
惟
方
十
叶
才
、
問
隆

今
夜
先
補
判
官
札

る

九

季
七
才
、
同
光
隆
七
才
、
同
家
明
八
才
等
は
皆
院
判
官
代
よ
り
出
て
六

位
蔵
人
に
補
さ
れ
て
い
る
中
右
記
天
永
二
年
十
月
二
十
五
日
条
「
抑

忠
隆
者
．
伊
与
守
基
隆
朝
臣
二
男
、
院
判
官
代
也
、
但
年
十
才
、
幼
少

無
極
、
加
之
無
受
領
、
本
官
又
無
成
功
、
只
依
殊
寵
偏
浴
大
恩
也
、
十

才
三
人
初
任
丹
波
、
古
今
未
有
此
例
、
人
々
皆
敢
不
出
口
欺
」

凶
近
江
・
美
濃
・
尾
張
・
加
賀
・
越
前
・
但
馬
・
丹
波
・
丹
後
・
美
作

・
播
磨
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
阿
波
・
伊
予
等
の
諸
国
の
称
で
る
る

中
右
記
天
仁
元
年

E
月
二
十
四
日
条
「
受
領
十
五
ヶ
国
之
中
、
修
院

之
輩
七
入
、
多
任
熟
国
」

駒
藤
原
冬
嗣
の
あ
と
で
あ
る
高
藤
誠
の
為
房
の
系
統
か
、
b

六
人
補
さ
れ

て
い
る
。
勧
修
寺
読
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

制
胸
中
右
記
天
仁
元
年

E
月
十
九
日
の
条

義
親
誌
誠
の
一
件
も
其
の

一
例
で
あ
る
。

創
平
家
物
語
「
日
本
秋
津
島
は
わ
づ
か
に
六
十
六
箇
国
、
平
家
知
行

の
国
三
十
余
箇
国
、
既
K
半
数
に
超
え
た
り
、
其
品
川
荘
園
、
回
畠
幾
数

と
一
式
う
を
知
ら
ず
、
締
羅
充
満
し
て
堂
上
花
の
如
〈
幹
騎
群
集
し
て
門

前
市
十
忙
な
す
。
揚
州
の
金
、
期
州
の
味
、
央
州
の
綾
、
萄
江
の
錦
、
七

珍
八
宝
一
つ
と
し
て
・
欠
け
た
る
事
な
し
」

制
玉
葉
治
武
三
年
十
一
月
十
五
日
の
条
（
法
皇
、
重
盛
の
越
前
屈
を

収
公
し
た
る
に
対
し
行
は
れ
た
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
指
す
〉

側
伊
予
国
弓
削
島
荘
（
東
寺
百
合
文
書
〉
和
泉
国
大
鳥
荘
ハ
田
代
文
書
〉

播
癖
国
大
部
荘
、
伊
賀
国
黒
田
荘
ハ
東
大
寺
文
書
U

備
後
太
問
荘
（
高

野
山
文
書
）
安
芸
沼
田
荘
（
小
早
川
家
女
書
）
等
の
中
に
頻
見
す
る
。

制
玉
葉
治
京
五
年
七
月
二
十
一
日
条
「
廿
一
日
未
南
下
伝
聞
、
播
磨
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園
、
叉
有
平
国
司
之
者
一
再
々
、
凡
外
畿
諸
国
皆
以
如
此
一
再
々
。

ω
玉
葉
寿
永
二
年
十
月
ハ
犬
）
二
日
条
「
或
人
去
、
頭
朝
所
申
之
三

ケ
条
事
、
一
は
平
家
所
押
領
之
神
社
仏
寺
領
、
憶
如
本
可
付
本
社
本
寺

之
曲
、
可
被
下
宣
旨
、
平
氏
滅
亡
為
仏
神
之
加
護
之
故
也
一
式
々
、
一
は

院
宮
諸
家
領
、
同
平
氏
多
以
庫
掠
一
再
々
、
是
又
知
本
返
給
本
主
、
可
被

体
人
怨
一
再
々
、
一
は
帰
降
参
来
之
武
士
等
各
宥
其
罪
、
不
可
被
行
斬
罪
、

其
故
何
者
、
麗
朝
昔
雄
為
勅
勘
之
身
、
依
全
身
命
、
今
当
伐
君
御
敵
之

任
、
今
又
落
参
謹
之
中
、
自
無
如
此
之
類
哉
、
伺
以
身
思
之
、
雄
為
敵

軍
、
於
帰
降
之
輩
、
寛
宥
罪
科
、
可
令
存
身
命
、
一
再
々
、
此

三
ケ
条
載

折
紙
言
上
一
再
々
、
一
々
之
市
状
、
不
斉
義
仲
等
欺
」

幽

宝

葉

！寿
永
二
年
間
十
月
十
三
日
条
「
抑
、
東
海
東
山
、
北
陸
三
道

之
圧
菌
、
国
領
如
本
可
領
知
之
由
、
可
被
宣
下
之
旨
、
頼
朝
申
請
一
再
々
」

の
申
入
に
応
じ
て
発
せ
ら
れ
る
出
回
一
旨
に
、
次
の
如
く
明
言
さ
せ
て
東

山
、
東
海
両
道
に
対
す
る
頼
朝
の
事
実
的
支
配
を
政
治
的

κ認
め
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
北
陸
道
は
「
依
恐
義
仲
」
除
外
さ
れ
た
。

「
先
日
宣
旨

目
、
東
海
東
山
道
等
庄
土
、
有
不
服
之
輩
者
、
触
頼
朝
可
致
沙
汰
一
再
々
」

（
同
十
月
サ
二
日
条
〉

同
制
宝
葉
支
治
元
年
十
一
月
サ
八
日
条
「
頼
朝
代
官
北
条
丸
、
今
夜
可

謁
経
房
一
式
々
、
定
一
京
重
事
等
、
又
聞
、
件
北
条
丸
以
下
郎
従
等
、
相
分

賜
五
畿
山
陰
山
陽
南
海
西
海
諸
国
、
不
一
諦
庄
公
、
可
宛
催
兵
棋
、
一
拍

非
菅
兵
棋
之
催
、
惣
似
可
知
行
岡
地
云
々
、
凡
非
一
言
語
之
所
及
」

宝
葉
同
十
一
周
廿
九
日
条
「
伝
聞
、
昨
日
、
法
皇
被
仰
遣
之
趣
、

重

被
達
播
政
、
今
度
八
車
以
勅
定
被
仰
一
式
〔
去
に

吾
妻
鑑
「
文
治
元
年
十
一
月
廿
八
日
了
未
補
任
諸
国
平
均
守
護
地

頭
、
不
一
諦
一
権
門
勢
家
庄
会
、
可
宛
一
諜
兵
根

球
一
之
由
、
今
夜
北
条
一
段
、

謁
申
藤
中
納
言
経
房
卿
一
式
一
式
」

。

同
「
廿
九
日
戊
申
北
条
殿
所
被
申
之
諸
国
守
護
地
頭
兵
根
米
之
事
、

早
任
申
請
可
有
御
沙
汰
之
由
、
被
仰
下
之
問
、
帥
中
納
言
被
伝
劫
於
北

条
殿
一
式
一
再
」

州
四
謀
叛
、
殺
害
入
、
大
呑
催
促
（
法
学
協
会
雑
誌
六
九
三
一
、
石
井
良

防
「
大
犯
三
箇
条
」
参
照
〉

制
安
田
元
久
「
新
補
地
窃
に
関
す
る
一
考
察
」
史
学
雑
誌
五
七
ノ
玉
、

中
田
薫
「
鎌
倉
時
代
の
地
頭
職
は
官
職
に
非
ず
」
法
制
史
論
集
二
、
牧

健
二
「
守
護
地
頭
」
岩
波
日
本
腰
史
等
参
照

制
吾
妻
鑑
文
泊
二
年
二
月
二
十
八
日
条
「
廿
八
日
丙
子
、
被
申
京
都

条
々
有
其
沙
抹
、
治
定
一
再
々
、
一
仰
五
畿
七
道
諸
国
庄
園
覧
除
兵
棋
米

未
進
可
令
安
堵
土
民
事
、
依
此
米
催
事
、
民
戸
殊
費
、
於
今
者
、
殆
無

乃
貢
運
上
計
之
由
、
頻
有
領
家
訴
之
問
、
及
此
儀
、
然
者
、
賦
謹
使
者

可
触
麹
之
由
、
可
被
仰
北
条
殿
者
」

倒
吾
妻
鑑
文
泊
五
年
四
月
サ
日
条
「
甲
午
‘
奥
州
追
討
妻
、
法
皇
錐

御
坐
天
王
寺
、
為
蔵
人
大
輔
定
経
奉
行
、
安
九
日
、
於
禁
裏
、
有
其
沙

汰
、
仰
帥
中
納
言
得
其
仰
詞
、
所
被
書
下
御
教
書
也
」
云
一
再

同
七
月
十
九
日
条
ハ
奥
州
進
発
〉
同
九
用
八
日
条
（
頼
朝
遺
書
於

京
都
報
奥
州
平
定
事
〉

倒
吾
妻
鑑
建
久
三
年
七
用
サ
日
条
「
廿
日
庚
寅
、
大
理
飛
脚
参
着
、

安
十
二
日
任
狂
夷
大
将
軍
給
其
除
目
、
差
勅
使
、
欲
被
進
之
由
、
被
申

送
一式一再」

側
建
仁
二
年
十
月
二
十
一
日
、
土
御
門
通
親
嘉

ハ
会
期
補
任
〉

九
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側
梶
原
景
時
の
叛
乱
ハ
正
治
元
年
十
二
月
）
奥
州
芝
田
氏
の
叛
乱
〈
同
〉

域
長
茂
の
乱
〈
建
仁
元
年
一
周
〉
阿
野
会
成
の
謀
叛
嫌
疑
事
件
ハ
建
仁

三
年
五
局
）
等
、
つ
ど
い
て
北
条
時
政
の
陰
謀
（
元
久
二
年
七
月
）
源

実
朝
の
暗
殺
〈
承
久
元
年
芭
月
〉
等
起
る
。

側
貞
永
元
年
八
月
制
定
、
五
十
一
箇
条
「
一
、
可
修
理
神
社
、
専
祭
礼

事
」
に
始
玄
hu

「
一
、
帯
問
状
、
御
教
書
、
致
狼
籍
事
」
に
終
る
。
社

寺
関
係
、
守
護
地
賓
の
権
限
に
関
す
る
も
の
、
所
領
知
行
関
係
、
刑
事

関
係
、
所
領
譲
与
関
係
、
訴
訟
手
続
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
あ
る

Q

北
条
泰
時
の
消
息
「
雑
務
御
成
敗
の
問
、
お
な
じ
て
い
な
る
乙
と
を

も
、
つ
よ
さ
は
申
と
お
し
、
よ
わ
さ
は
う
つ
も
る
ふ
や
う
に
候
を
、
随

分
に
せ
い
と
う
せ
ら
れ
候
へ
と
も
、
お
の
づ
か
ら
人
に
し
た
が
う
て
、

軽
重
な
ど
の
い
で
き
候
は
ん
ず
ら
ん
た
め
に
、
か
ね
℃
し
き
ち
ょ
う
を

つ
〈
ら
れ
て
候
」
云
云

ω倒
永
仁
の
徳
政
令
〈
東
寺
百
合
文
書
、
康
永
四
年
九
月
下
久
世
百
姓

等
陳
状
〉

「
関
東
御
事
書
法
、
一
、
質
券
琵
買
地
之
事
、
右
於
地
頭
御
家
人
之
買

得
地
、
守
本
条
、
過
ご
十
箇
年
者
、
本
主
不
及
取
遮
、
至
御
家
人
井
凡

下
聾
之
買
得
地
者
、
不
一
去
年
紀
遠
近
、
本
主
可
是
取
返
」
以
下
一
式
一
式

文
永
四
年
十
二
月
に
も
発
令
さ
れ
て
い
る
。

問
問
星
野
恒
「
両
統
の
建
立
」
〈
史
学
雑
誌
九
の
四
、
八
、
一

O
、
｝
一
）

三
浦
周
行
「
鎌
倉
時
代
の
朝
幕
関
係
」
ハ
日
本
史
の
研
究
所
収
〉
参
照

花
園
天
皇
震
記
文
保
元
年
五
月
十
八
日
条
「
裏
書
、
今
日
密
品
川
聞
、

安
夜
東
使
向
北
山
第
、
進
文
宮
事
書
一
広
、
未
来
儲
君
事
、
可
為
後
二
条

院
一
宮
、
其
後
可
為
新
院
宮
一
式
一
耳
、
此
子
細
額
不
得
心
、
天
運
以
凡
慮

九
四

計
串
之
条
、
恐
存
之
由
申
之
処
、
忽
定
儲
君
事
如
何
、
首
尾
不
相
応
曲
川
、

又
如
此
一
朝
重
事
乗
披
露
、
簡
似
軽
忽
、
最
辺
郡
人
執
事
之
所
致
数
、

近
年
東
風
蹟
有
若
亡
、
関
東
当
時
無
人
之
故
勲
、
抑
此
間
種
々
荒
説
、

万
端
、
不
可
歌
記
尽
而
己
」

冊
一
克
享
元
年
十
二
月
九
日
ハ
花
園
天
皇
震
記
、
神
長

E
統
記
、
増
盛
参

照
〉
村
田
珪
志
「
天
皇
親
政
の
実
相
」
新
日
本
歴
史
所
収

院
建
武
年
間
記
「
建
武
一
克
年
八
月
、
是
月
、
口
遊
長
年
八
月
二
条
河

原
落
書
云
云
号
、
此
比
都
一
一
ハ
ヤ
ル
物
一
さ
さ

同
州
帝
室
制
度
史
所
収
「
御
合
弊
事
、
連
々
以
乗
照
卿
申
合
候
之
処
、
入

眼
之
条
珍
重
候
、
一
一
一
種
神
器
可
有
帰
坐
之
上
者
、
可
為
御
該
国
之
儀
式

之
旨
得
其
意
候
、
自
今
以
後
両
朝
御
流
相
代
之
御
譲
位
今
治
定
候
畢
、

就
中
、
諸
国
々
衛
悉
皆
可
為
御
計
候
、
於
長
講
堂
領
者
、
諸
国
分
一
回

可
為
持
明
院
股
御
進
止
候
、
以
此
等
趣
、
吉
間
右
府
締
門
相
共
可
有
執

候
、
御
入
洛
之
次
第
等
猶
申
合
乗
岡
山
卿
候
、
可
得
其
意
候
哉
、
恐
々
謹

一
官
、
明
徳
三
、
十
一
月
十
三
日
、
義
満
、
阿
野
前
内
大
臣
殿
」

同
東
寺
百
合
文
書
長
寛
二
年
十
二
月
廿
七
日
付
の
も
の

「
中
関
親
貞
解
申
請
領
家
政
所
裁
事
、
請
被
珠
車
部
鴻
恩
鹿
子
木
御
荘
預

所
職
次
第
一
式
一
訳
、
相
伝
如
此
、
而
高
方
之
時
、
為
停
止
国
街
之
非
法
会

応
徳
三
年
冬
比
相
見
調
度
文
書
憲
・
寄
進
下
試
験
御
領
畢
、
一
玄
一
宮
」

側

東

寺

百

合

文

書

建

A
九
年
八
月
サ
六
日
付
、
同
建
久
九
年
十
月
日

付
、
問
貞
応
三
年
宣
月
日
付

U
W

東
寺
百
合
文
書
文
治
二
年
十
月
十
六
日
付

「
八
条
院
庁
下
、
丹
後
国
大
内
卿
吉
岡
荘
、
可
以
女
房
弁
戸
町
、
為
賢
所

職
事
、
右
荘
者
為
弁
局
相
伝
私
領
、
於
本
所
職
者
、
為
断
後
代
牢
鑑
、
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寄
進
八
条
院
畢
、
一
式
一
式
」

悩
良
峯
系
図
日
「
E
暦
年
中
始
寄
進
本
家
於
法
成
寺
一
広
一
式
ー
一
（
荘
園
志

料
五
七
一
頁
〉

側
興
福
寺
縁
起
ハ
荘
閤
志
料
一
一
一
五
頁
）

制
小
右
記
治
安
三
年
五
月
昔
日
条
「
伝
聞
、
今
日
関
白
於
高
島
院
立

講
演
仁
王
経
、
山
階
寺
信
網
皆
申
故
障
不
参
一
式
一
耳
、
事
有
由
緒
、
其
故

老
当
時
長
者
、
不
被
労
寺
家
、
所
謂
庄
園
、
国
々
司
等
悉
収
会
、
地
子

不
納
、
顔
蟻
令
愁
申
、
一
切
無
承
引
、
他
事
変
亦
々
如
此
」
一
定
一
式

附
三
条
一
六
皇
が
一
品
の
宮
に
其
の
所
領
の
三
条
院
と
冷
泉
院
を
議
ら
う

と
し
た
時
の
道
長
の
言
葉
「
昔
よ
り
御
門
の
御
領
に
て
の
み
さ
ぶ
ら
ふ

と
こ
ろ
を
、
い
ま
さ
ら
に
、
わ
た
く
し
物

K
な
り
侍
ら
む
は
、
便
な
さ

事
な
り
、
お
ほ
や
け
も
の
に
て
候
ふ
べ
き
な
り
」
ハ
犬
鏡
〉
つ
い
で
著

者
は
「
さ
れ
ば
、
代
々
の
わ
た
り
物
に
て
、
朱
雀
院
と
お
な
じ
事
に
侍

る
べ
き
と
そ
」
と
結
ん
で
い
る
。
但
し
、
何
時
頃
か
ら
設
定
さ
れ
た
も

の
か
明
か
で
は
な
い
。

制

清

水

E
健
「
荘
園
志
料
」
八
代
昌
治
「
荘
園
目
録
」
吾
妻
鑑
、
東
寺

百
合
文
書
、
高
野
山
文
書
、
東
大
寺
文
書
、
小
早
川
家
文
書
、
間
代
文

書
等
に
よ
っ
て
国
別
に
、
叉
院
政
の
第
一
期
、
第
二
期
、
第
三
期
別
に

分
類
し
て
集
計
し
た
院
政
々
格
下
御
領
荘
園
一
覧
表
に
よ
る
。
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